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全
国
安
全
週
間
の
前
日
と
な
る
六

月
三
十
日
、
豊
岡
市
民
会
館
に
て
今
回

で
十
九
回
目
に
な
る
株
式
会
社
西
村

風
晃
園
の
安
全
大
会
が
、
衆
議
院
議
員

谷
公
一
先
生
秘
書
今
井
氏
を
来
賓
に

迎
え
、
社
員
及
び
協
力
会
社
社
員
九
十

余
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
大
会
開
催
前
に
神
道
神
導

教
で
、
社
員
と
協
力
会
社
代
表
が
安
全

祈
願
し
た
後
、
豊
岡
市
民
会
館
に
集
ま

り
、
協
力
会
社
安
全
表
彰
や
安
全
標
語

の
入
選
者
表
彰
、
各
部
門
の
安
全
活
動

報
告
、
平
成
十
八
年
度
安
全
活
動
の
反

省
と
平
成
十
九
年
度
の
安
全
対
策
等

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
出
席
者
全
員

が
初
心
に
帰
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
完
全

着
用
・
安
全
帯
保
護
具
の
完
全
着
用
・

交
通
ル
ー
ル
厳
守
を
頭
に
置
い
て
、
新

た
な
気
持
ち
で
安
全
第
一
・
ゼ
ロ
災
害

の
事
業
実
行
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。 

       

第
二
部
で
は
、
豊
岡
市
消
防
本
部
豊

岡
消
防
署
の
向
井
救
急
第
一
係
長
に

「
応
急
手
当
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の
講
演
及
び
実
技

の
指
導
を
賜
り
、
救
急
法
の
大
切
さ
と
、

早
期
の
対
処
が
人
命
を
救
う
こ
と
を

痛
感
し
、
参
加
者
全
員
が
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
協
力
会
社
安
全
表
彰
と
安
全

標
語
入
選
作
品
は
次
の
方
々
で
す
。 
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崎 
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特
選 

危
険
箇
所 
気
づ
い
た
あ
な
た
が
責
任
者 

今
す
ぐ
改
善 

０
災
害 

総
務
部
門 
岸 

田 
 

太 

            

入
選 

安
全
は
任
せ
ず 

頼
ら
ず 

過
信
せ
ず 

自
分
で
確
認 

無
災
害 

今
日
も
一
日
安
全
に 

工
事
部
門 

今 

井 

宏 

典  

手
順
確
認 

再
確
認 

危
険
予
知
し
て 

０
災
害
達
成 

工
事
部
門 

今 

津 

大 

介 
 

「
だ
ろ
う
」
よ
り
「
も
し
も
」
の 

気
持
ち
で 

ハ
ン
ド
ル
握
れ 

危
険
予
知
し
て 

安
全
運
転 

総
務
部
門 

土 

野 

鏡 

子 

本 店 〒670-0934 兵 庫 県 姫 路 市 朝 日 町 6 5 番 地 □T  (079)224-5611 □F ２24-8187 
本 社 〒668-0051 兵 庫 県 豊 岡 市 九 日 市 上 町 8 4 6 - 1 □T  (0796)23-5611 □F  22-4529 

神 戸 営 業 所 〒650-0012 
兵庫県神戸市中央区北長狭通 5 丁目 5-18 

(兵庫県林業会館内) □T  (078)361-2606 □F 361-2607 

福 知 山 営 業 所 〒620-0000 京都府福知山市字上 天津 1 1 1 8 - 2 □T  (0773)33-2111 □F  33-4075 

A N N E X は な か ん ざ し 〒668-0044 兵 庫 県 豊 岡 市 山 王 町 1 1 番 ５ 号 □T  (0796)２3-5616  

ホームページアドレス  http：//www. fuukouen. com    メールアドレス  seifuu＠skyblue. ocn. ne. jp 

 

 
 
 
 
 

 

救急法を体験する参加者 
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六
月
三
十
日
の
安
全
大
会
の
午
後
、

豊
岡
本
社
会
議
室
で
全
社
員
を
対
象
に

Ｓ
Ｄ
（
ス
タ
ン
ド
ド
ラ
イ
ブ
）
工
法
の

研
修
会
を
工
法
の
考
案
者
で
あ
る
野
並

氏
を
迎
え
実
施
し
ま
し
た
。 

 

Ｓ
Ｄ
工
法
は
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
装

置
に
よ
り
小
型
削
孔
機
を
移
動
さ
せ

る
工
法
、
従
来
の
足
場
や
取
付
道
路
等

の
仮
設
工
事
を
必
要
と
し
な
い
新
し

い
工
法
で
、
当
社
も
協
会
会
員
と
な
り 

          

                          

研
修
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

研
修
で
は
ス
ラ
イ
ド
を
利
用
し
、
工

法
の
特
徴
と
優
位
性
に
つ
い
て
、
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

特
に
、
従
来
工
法
と
比
べ
て
工
期
を

大
幅
に
短
縮
で
き
、
総
工
事
費
や
予
算 

 
                   

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、 

主
体
工
事
へ
も
素
早
く
着
工
で
き
る

の
で
、
長
期
工
事
に
よ
る
周
辺
住
民
へ

の
精
神
的
負
担
や
環
境
へ
の
影
響
も

軽
減
で
き
る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
、
今

後
の
工
法
普
及
に
自
信
が
持
て
た
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

    

昭
和
五
十

四
年
二
月 

兵
庫
県
姫

路
市
生
ま
れ 

豊
岡
本
社

所
属 営

業
班
長 

と
し
て
、
造
園
工
事
・
法
面
処
理
工
事

の
受
注
に
県
内
を
飛
び
回
る
笑
顔
が

光
る
営
業
の
星
。 

特
に
、
個
人
住
宅
の
外
構
や
お
庭
の
提

案
に
は
、
お
客
様
の
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。 

お
庭
の
こ
と
な
ら
、
彼
に
是
非
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

熱心にＳＤ工法について聞き入る参加者 

 
 
 
 

※上記設置例はほんの一例です。現場により据付方法や配置場所等が異なる場合がございますので、実際の設置には専門家の方とご相談の上、正しい方法・手順で行ってください。
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半
世
紀
ぶ
り
に
自
然
界
で
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
ヒ
ナ
が
巣
立
ち
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
豊
岡
市
で
、
昨
年
秋
に
続
い
て

三
回
目
と
な
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
、

巣
台
模
型
の
補
修
を
工
事
部
門
を
中
心

に
六
月
三
十
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

巣
台
模
型
は
搭
乗
で
き
る
作
り
で
、

格
好
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お 

             

     り
、
ヒ
ナ
の
話
題
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
て
、
来
館
者
も
増
加
し
、
巣
台
の
破

損
も
著
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
か
ら

例
年
手
が
け
て
い
る
当
社
に
お
話
し

が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。 

当
日
は
剪
定
く
ず
と
し
て
発
生
す
る 

             

枝
を
た
め
、
軽
ト
ラ
一
台
分
の
枝
で
補

修
し
ま
し
た
。
作
業
は
経
験
者
が
多
く

一
時
間
ほ
ど
で
修
了
し
ま
し
た
。 

今
後
も
当
社
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

野
生
復
帰
事
業
に
貢
献
し
た
い
と
考 

     

ア
ネ
ッ
ク
ス
花
か
ん
ざ
し
で
は
、
毎
年
、

地
域
に
学
ぶ
中
学
生
・
体
験
活
動
週
間

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
の
趣
旨

を
理
解
し
、
生
徒
の
体
験
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
五
月
二
十
八
日
か
ら
五
日

間
、
豊
岡
南
中
学
校
の
二
人
の
生
徒
を

受
入
れ
ま
し
た
。 

今
回
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
作
業

は
、
あ
い
さ
つ
、
花
の
世
話
、
接
客
、

寄
植
作
り
で
、
特
に
毎
日
の
練
習
で

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
あ
い
さ
つ
が
明

る
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、

花
を
好
き
に
な
れ
た
こ
と
が
五
日
間

の
成
果
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

え
て
い
ま
す
。 

な
お
、
作
業
終
了
後
、
豊
岡
市
立
コ

ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
か
ら
お
礼
状
（
上

記
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

      

来
年
も
明
る
い
生
徒
さ
ん
が
こ
ら

れ
、
花
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

            

 

 

花を好きになってくれた南中生 
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前
号
で
紹
介
い
た
し
ま
し
た
当
社

が
目
指
す
多
自
然
工
法
に
よ
る
植
生

復
元
、
特
に
地
域
種
に
こ
だ
わ
る
植
生

の
手
始
め
と
し
て
、
「
人
の
生
活
と
結

び
つ
い
た
場
所
に
広
く
分
布
し
」
「
多

く
の
動
植
物
と
共
存
共
生
す
る
」
「
風

土
に
な
じ
ん
だ
草
地
の
景
観
を
創
る
」

「
地
下
茎
を
発
達
さ
せ
、
表
土
を
保
つ 

            

      

力
が
強
い
」
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
チ
ガ

ヤ
の
種
子
を
、
流
域
ご
と
に
採
取
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

採
取
は
五
月
下
旬
か
ら
六
月
中
旬

の
綿
毛
が
飛
ぶ
瞬
間
を
目
指
し
、
営
業

部
門
が
円
山
川
、
揖
保
川
、
市
川
、
加

古
川
、
武
庫
川
、
明
石
川
、
由
良
川
の

各
流
域
で
営
業
を
し
な
が
ら
適
期
を 

            

選
び
採
取
し
、
種
子
は
乾
燥
の
た
め
陰

干
し
し
て
保
管
し
ま
し
た
。 

 

今
後
、
採
取
し
た
種
子
を
パ
ー
ト 

     
 

当
社
で
は
毎
年
、
新
規
採
用
者
と
幹

部
社
員
代
表
が
参
加
し
、
豊
岡
市
の
長

松
寺
に
依
頼
、
永
平
寺
の
参
禅
研
修
と

ほ
ぼ
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
参
禅
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

本
年
も
例
年
に
な
ら
い
新
規
採
用

者
３
人
と
西
村
取
締
役
が
六
月
四
日

か
ら
六
月
十
日
の
七
日
間
参
加
し
ま

し
た
。
研
修
は
早
朝
の
座
禅
、
お
経
、

説
経
、
奉
仕
作
業
を
毎
日
す
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
、
食
事
は
精
進
料

理
で
普
段
の
社
会
生
活
で
は
味
わ
え

な
い
も
の
で
す
。 

研
修
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
い
い
経

験
を
し
ま
し
た
、
肉
が
食
べ
ら
れ
な
い

一
週
間
は
つ
ら
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の

経
験
を
い
か
し
て
礼
儀
正
し
く
立
派

な
社
会
人
に
、
そ
し
て
社
会
に
貢
献
す 

ナ
ー
の
エ
ス
ぺ
ッ
ク
ミ
ッ
ク
（
株
）
と

共
同
で
研
究
・
生
産
す
る
、
取
り
組
み

を
強
化
し
て
行
き
ま
す
。 

     
             

る
人
材
に
な
り
ま
す
。
」
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

当
社
は
、
今
後
も
社
員
教
育
に
力
を

入
れ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

武庫川流域の採取箇所 ６月７日 

円山川流域での６月１１日の採取状況 

 

座禅にトライする研修生 

 


